
学校通信 

学校生活における大切なお知らせです 
 

2011年 8月 20日発行 第 100号 (毎月１回発行) 

  
 
 
●教務からのお知らせ                       
 
●事務室からのお知らせ                      

 
●進路支援からのお知らせ                     
 
●生徒支援からのお知らせ                   

 

●保健室からのお知らせ 

 

●カウンセリングスペースからのお知らせ 

 

●チャリティーランのご案内 

                             

●近通体のご案内 
 

●今月の聖句 

 

<同封物> 

●「筆記式テスト」出題範囲等一覧／筆記式テスト日程・時間割（白）＜全員＞ 

●特別活動のお知らせ「映画とアートを見よう！」（緑）＜全員＞ 

●指定校推薦入試等申込みについて（白）＜卒業年次＞ 
●進路ニュース（青）＜3年次＞ 

●進学教育センターからのご案内（桃）＜全員＞ 

●アジア学院ボランティア募集のご案内（黄）＜全員＞ 

 

 

 

 

ＹＭＣＡ学院高等学校 

TEL 06(6779)5690  FAX 06(6779)1831   http://www.ymcagakuin.ac.jp 

｢学校通信｣はバックナンバーを含め、本校のホームページで閲覧できます。 

 

● 8/22（月）・24(水)・25(木)・26（金）は、｢筆記式テスト｣日です！！ 

●「課題式テスト」の提出締切は、8/26(金)17時です。(当日消印有効) 
※ 詳細は、｢教務からのお知らせ｣（P.4～P.5）をご覧ください。 
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今月のメッセージ 

 
――――――本 校 の 卒 業 要 件―――――― 

① 高校に3年以上在学すること。 

② 74単位以上修得すること。 

③ 必修科目は履修認定を得ること。 

④ ｢総合的な学習の時間｣を3単位以上修得すること。 

⑤ 特別活動に30時間以上参加すること。 

 

（『2011年度版 学務の手引き』より抜粋） 

 
 

暑い毎日ですが、みなさんは夏休みをどのように過ごしていますか？この学校通信がみなさん

の手元に届く頃にはお盆も明けて少し涼しくなる頃かと思います。 

 今年も休みの日は、テレビで高校野球をついつい見てしまいます。高校生だった○十年前は、

「なんで野球だけテレビや新聞で大きく取り上げられるねん」と思いながら夏のクラブ活動をし

ていた思い出があります。でも、最近はついつい見てしまうし、感動している自分がいます。 

「野球は9回ウラが終わるまで何が起こるかわからない」と言いますが、先日も9回2アウト 

からの大逆転劇がありました。ちょっと前の「なでしこジャパン」のアメリカとの決勝戦も最後

の最後まで分からない試合でしたね。人生もきっと最後の最後までどうなるのか分からない、 

だからいいのかもしれませんね。 

さて、８月２２日（月）からいよいよ前期単位認定テストが始まります。テスト対策は進んで

いますか？これからと言う生徒さんもいるのでは・・・でもそろそろ準備にかかってくださいね。 

 季節は着実に秋を迎える準備を始めています。暑さのなかにも季節の変化を感じることができ

ます。 

みなさんも、後期にむけて前期の学習を終えるようにしてください。前期で思うようにすすめ

られなかった方も、前期を振り返ることで、きっと後期の学習につながることと思います。 
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た
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し の

び、 
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い の

りなさい」 
ローマの信徒への手紙 12 章 12 節（新共同訳） 

2011年 6月～2012年 5月 

2 



 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
日 曜  行      事 

 8  月  

8/21 日 夏期休暇終了 

8/22 月 「筆記式テスト」、進路サポートスペース（10:00～13：00） 

8/24 水 「筆記式テスト」、高認ガイダンス（12:25-12:50） 

8/25 木 「筆記式テスト」 

8/26 金 
「筆記式テスト」、「課題式テスト」提出締切日（学校窓口17時まで。当日郵便消印有効） 

特別活動：進路ガイダンス（卒業年次生対象） 

8/29 月 「筆記式テスト」の追テスト（台風で休校の場合のテスト日）、進路サポートスペース 

 9  月  

9/1 木 
「筆記式テスト」結果・「筆記式テスト」の「再テスト」案内を送付（予定） 

集中講座「体育ｂ5・ｃ6」（～9/7）「情報Ａ基礎7・8」（～9/6）開始 

2 金 講座「課題研究」提出物最終締切日 

3 土  

4 日  

5 月 2012年3月高校卒業予定者の就職採用応募開始、進路サポートスペース（10:00～13：00） 

6 火 
「筆記式テスト」の再テスト、「再テスト課題」の提出締切（17時学校必着） 

単位認定申請の前期分提出締切日 

7 水  

8 木 集中講座「体育ｂ5・ｃ6」「情報Ａ基礎7・8」レポート提出締切日（17時学校必着） 

9 金 「筆記式テスト」結果、「課題式テスト」提出答案返送（予定） 

10 土  

11 日  

12 月 
集中講座「地歴演習ｃ1」「公民演習ｃ1」（～9/14）、 

進路サポートスペース（10:00～13：00） 

13 火  

14 水  

15 木 集中講座「地歴演習ｃ1」「公民演習ｃ1」レポート提出締切日（17時学校必着） 

16 金 

特別活動：ホームルーム（欠席者は必ず担任に連絡のこと）、 

後期講座説明会、大学入試センター試験ガイダンス 

2012年3月高校卒業予定者の就職採用試験開始 

17 土  

18 日  

19 月 （敬老の日） 

20 火 
特別活動：後期講座登録（3年次予約者）（9/16ＨＲで説明、年次別に日時を担任と予約） 

〔学校通信〕発送（予定）、集中講座「地歴演習ｃ1」「公民演習ｃ1」筆記式テスト日 

21 水 特別活動：後期講座登録（3年次予約者） 

22 木 特別活動：後期講座登録（3年次予約者） 

23 金 （秋分の日） 

24 土 前期卒業式（対象は該当者のみ）、特別活動：街美化ボランティア（予定） 
25 日  

26 月 特別活動：後期講座登録（2年次予約者）、進路サポートスペース（10:00～13：00） 

27 火 特別活動：後期講座登録（2年次予約者） 

28 水 特別活動：後期講座登録（1年次予約者） 

29 木 特別活動：後期講座登録（1年次予約者） 

30 金  

 10  月  

10/3 月 大学入試センター試験願書高校宛提出締切日 

10/10 月 （体育の日）特別活動：チャリティーラン 

10/11 火 ＹＭＣＡ記念日 

10/12 水 後期講座登録分「個人時間割」「レポート集」など発送（予定） 

10/17 月 後期スクーリング開始 

スケジュール 
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【単位認定テスト｢筆記式テスト｣】8月22日(月)、24日(水)、25日(木)、26日(金)  
■7月号の学校通信でお知らせし、7/26（火）に個人別に案内を送付しているとおり、 

「筆記式テスト」は、 8/22（月）、24（水）、25（木）、26（金）の4日間に実施します。 

●「筆記式テスト」は、個人別の〔受験資格確認表〕に記載されている、日付・時限・教室で 

受験してください。 

（座席は指定です。座席表はテスト当日、教室に掲示します） 
 

●「筆記式テスト」受験には、「生徒証」「筆記用具」「受験資格確認表」が必要です。 

  ＊その他テスト受験に必要なものは、講座別に指定されていますので、同封の｢筆記式テスト 

出題範囲等一覧｣でご確認ください。 

＊「生徒証」がない人は、至急、再発行、発行の手続きをしてください。 

 

 ※「オーラルコミュニケーションⅠ」の筆記式テストを受験する人は、「受験資格確認表」に表示されて 

いる時限と違いますので、「受験資格確認表」の注意書きで確認してください。 

 

＜「受験資格確認表」に記載の日時に受験できない場合＞  

・指定の日時に筆記式テストを受けることができない場合は、届け出により「追テスト」を受験できます。 

・「追テスト」は、該当講座のテスト実施時間以降、テスト期間中の別時限で受験できます。 

・追テスト受験には、追テスト料が1講座につき1,000円必要です。 

・上記テスト期間中に受験できない場合は、8月29日（月）に受験できます。 

・届け出に際しては、事情・理由は問いません。（病院の診断書などは不要です） 

ただし、インフルエンザのように出席停止が求められる病気や大学受験など、相当の理由があると 

認められる場合は、診断書・証明書の提出や受験票の呈示などにより、追テスト料金が免除となります。 

・いったん納入された追テスト料は、理由に関わらず返金できませんので、あらかじめご了承ください。 

 

＜遅刻や欠席などで受験できなかった場合＞ 

・遅刻や欠席などで受験できなかった場合は、申込みをして、「追テスト」を受験してください。 

・「追テスト」は、該当講座のテスト実施時間以降、テスト期間中の別時限で受験できます。 

・追テスト受験には、追テスト料が1講座につき1,000円必要です。 

・いったん納入された追テスト料は、理由に関わらず返金できませんので、あらかじめご了承くだ 

さい。 

 

 

 

 

 

 

教務からのお知らせ 

重要！！ 
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＜「筆記式テスト」が不合格になった場合＞ 

・「筆記式テスト」が不合格となった講座は、「再テスト」を受験[ 9月6日（火）に実施]（講座に 

よっては「再テスト課題」提出〔9月6日（火）17時学校提出締切〕）してください。 

・再テスト受験または再テスト課題提出については、再テスト料・再テスト課題料が 1講座につき

1,000円必要です。 

・詳しいことは、筆記式テスト結果の送付の際（9/1）に、該当者にお知らせします。 

・いったん納入された再テスト料・再テスト課題料についても、理由に関わらず返金できませんので、

あらかじめご了承ください。 

 

＜台風による休校の場合＞ 
・台風による警報発令などのために休校になる場合の決まりは、『2011年度版 学務の手引き』（P.37）

に載っています。 

・今回のテスト期間中に休校となった場合、その日のテストを8月29日（月）に、同じ時限で実施 

します。その場合、同日予定の追テストは翌8月30日（火）に変更になります。 

 
【単位認定テスト「課題式テスト」】 

■課題式テスト実施講座で、履修認定されている人には、「課題式テスト」を7月27日（水）に学校

より送付しています。 
■もし、まだ「課題式テスト」が届いていない場合は、至急学校に連絡してください。 
■｢課題式テスト｣をなくした人は、至急、事務室で再発行の手続きをしてください。 
 

課題式テストの提出期限は、8月26日（金）17時です。 

（郵送の場合は、8/26の郵便消印有効） 

 
■課題式テストは、締切日までに提出されなければ、単位の修得はできません。 
また、追テスト、再テストはありませんので、しっかり取り組み、締切日までに提出しましょう。 
 

【制作品の持ち帰りのお願い】 

■芸術科や家庭科などで制作した作品で、これまで学校で保管されていたものは、筆記式テスト、 

ホームルーム、後期の講座登録などで学校に来る機会に、家に持ち帰ってください。 

 

【忘れ物について】 

■前期末までに職員室に届けられ、保管されている忘れ物について、後期の講座登録期間[9月20日

(火)～29日(木)]中に講座登録の会場に展示しますので、心当たりの方は確認のうえ、自分のもの

があれば持って帰ってください。 

■学校が保管している忘れ物は、10月末をもって処分しますのでご了承ください。 
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【9月集中講座および8/1以降入学者の「総合的な学習の時間Ａ」登録者へ】 

■9月集中講座のスクーリングは、「体育ｂ5・ｃ6」「情報Ａ基礎7・8」は9月1日（木）より、 
「地歴演習ｃ1」「公民演習ｃ1」は、9月12日（月）より開始します。 
■レポートの最終締切日は、各講座のレポート封筒で確認してください。 
■8/1以降の入学者で「総合的な学習の時間 A」の登録者のレポート締切日は、9月8日（木）17時
学校必着です。 

 
【高認や学校外の学修による単位認定】 前期の申請締切日 9月6日（火）  

■高等学校卒業程度認定試験（高認）の合格科目や技能審査など学校外の学修の成果に対する単位 

認定を希望する人は、所定の用紙に記入し合格証明書などの写しを添えて、担任に提出してくだ 

さい。 

■9月6日（火）までに申請されたものを、前期取扱い分とします。期日を過ぎたものは後期取扱い

になります。 

■11年度後期卒業予定者は、単位数が後期の講座登録にかかわるため、今期中に申請してください。 

■審査会において、高認は既修得科目により、学修の成果は内容・実績により審査のうえ単位認定 

されますが、認められない場合もあります。 

（高認で合格しても、すでに修得している科目は認定されません） 

■認定料は1単位につき2,000円で、認定された単位数に基づき、9月7日（水）に請求書を送付い

たしますので、9月16日（金）までに納入してください。 

 

【前期卒業予定者へ】 

■前期卒業の「卒業意思確認書」を提出した人についての卒業判定会議を9月9日（金）に行い、 
該当者には〔卒業判定結果報告〕をお送りします。 
■卒業認定を受けた人には、卒業証書授与式（卒業式）の案内をお送りします。 
卒業式は、9月24日（土）に本校で行う予定です。 
■卒業が認定されなかった場合には、後期の講座登録についてご案内します。 
 

【「調査書」「推薦書」の発行について】 

■大学・短大・専門学校に出願する際には、高校が発行する「調査書」が必要になります。 

各学校の出願に必要な書類および出願期間を確認し、「調査書」が必要な人は、担任を通して早めに

申し込んでください。（申込みから発行まで、1週間かかります） 

■本校での「調査書」の発行は、8月22日（月）からになります。 

前期の成績が入った正式な「調査書」の発行は、10月3日（月）からになります。 

■「推薦書」が必要な場合は、作成に時間がかかる場合もありますので、早めに担任まで申し込んで

ください。 
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【ホームルームと後期講座説明会】9月16日（金）在籍生対象（前期卒業生予定者を除く） 
■11年度前期の成績表をお渡しした後、後期の講座登録（受講する講座の申込み）について説明し、

個人別に担任と面接して講座登録する日時の予約をします。 

■ホームルームを欠席した場合は、必ず担任と連絡をとってください。 

■後期講座登録は9月20日（火）～29日（木）に、年次別に指定された日に行います。（土日祝は 

除く） 

■ホームルームの日に、後期に開講予定の講座のうち、注意を要するいくつかについて、内容を説明

する会を開きます。出席は任意（希望者のみ）ですが、系列の選択科目などで不本意な登録をしな

いためにも、なるべく出席してください。 

■3年次のホームルーム後、大学入試センター試験（ＣＴ）ガイダンスを行います。 
■当日の時間割は表のとおり（教室は当日掲示）で、ホームルームは年次によって異なりますが、 

講座説明会は各年次共通です。 

スクーリングの時間帯とずれていますので注意してください。 

※1年次と2年次のホームルームは10：00開始です。（ホームルームは、特別活動1時間） 

 

【後期講座の登録】9月20日（火）～9月29日（木）＜担任と予約した日時（土日祝は除く）＞ 

（特別活動1時間） 

■後期講座登録は9月20日（火）～29日（木）に、年次別に指定された日に行います。 

■講座登録は、9月16日（金）のホームルームで予約した個人別の日時に、生徒ご本人と担任が相談

しながら行います。（登録日は年次によって指定されます） 

■9月16日（金）のホームルームを欠席した人は、必ず担任に連絡をして面談日時を決めてください。 

■予約した日時には確実に来校し、〔2011年度後期開講講座の概要〕と〔講座登録用の時間割〕 

（ホームルームで配付予定、欠席者には送付）を事前にしっかり確認し、自分が学習しようと思う

講座を、担任と相談しながら決めて登録します。 

 

9月24日（土）（予定） 16時より約1時間（雨天決行） 

 

＊作業のできる軽装で、10分前に1階ロビーに集まってください。 

その際、警察への届出用紙と学校の参加票の両方に記名してもらいます。 

（特別活動 1時間。遅刻・途中退出の場合は、認定できません） 
 

時 間  ク ラ ス 

10：00～10：40（40分間） ホームルーム 
1A 1B 1C 1L 

2A 2B 2C 2D 2E 2F 2L 

10：50～11：30（40分間） 後期講座説明会 対象は全員で希望者のみ（特活にはなりません） 

11：40～12：20（40分間） ホームルーム 3A 3B 3C 3D 3E 3F 3G 3H 

12：25～12：45（20分間） ＣＴガイダンス 

 

大学入試センター試験出願予定者対象 
＊該当者は［進路支援からのお知らせ]（p.11）参照 

 

街美化ボランティア 
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【各種奨学金について】 

■現在募集中の各奨学金について下記の表に記載していますので、申込み期限等を確認のうえ 

申込希望の場合は事務室へお申し出ください。 

  名 称・内 容・金 額 申込書学校提出締切日 

 

貸 

 

与 

日本学生支援機構(旧日本育英会) 

・平成24年度大学等奨学生予約採用 

（対象）来年大学･短大･専門学校等に進学した場合の予約奨学金 

（貸与月額）下記表参照 

第一種奨学金(無利子貸与) 

大学 短大・専修学校 区分 

自宅 自宅外 自宅 自宅外 

第二種奨学金 

(有利子貸与) 

国公

立 
45,000円 51,000円 45,000円 51,000円 

私 

立 
54,000円 64,000円 53,000円 60,000円 

上記貸与月額又は貸与月額30,000円のどちらかを選択 

30,000円・

50,000円・ 

80,000円・

100,000円・

120,000円 

から選択 

 

入学時特別増額貸与奨学金（初回基本月額に有利子奨学金を増額して貸与 

する制度）も同時に申し込みが可能です。金額は10万円・20万円・30万円・ 

40万円・50万円から選択。 

第2回申込期限 

（第二種のみ） 

１０月１１日（火） 

〔候補者内定12月中旬予定〕 

 

第3回申込期限 

（第二種のみ） 

１月１０日（火） 

〔候補者内定3月中旬予定〕 

  

※第一種予約奨学金の申込み受付は

終了しました。 

 

【住所等変更手続きについて】 

■現在、学校に届けている住所や電話番号などが変更になった場合は、速やかに「各種変更届」に 

記入・捺印のうえ事務室へ提出してください。 

あわせて生徒証明書の再発行が必要な場合は、写真を提出してください。 

また、通学経路が変わる場合は、「通学割引証申請カード」を変更しますのであわせて提出くだ 

さい。 

届出用紙は事務室にある他、『2011年度版 学務の手引き』の巻末にもあります。コピーして使用 

してください。 

■学校からはレポートや成績に関する書類等、重要な郵便物を定期的に送付しています。 

住所変更の際は、郵便物が変更前の住所に届いてしまうことがないよう、郵便局に｢転居届」を 

提出し、必ず郵便物転送の手続きを行ってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務室からのお知らせ 
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【高等学校等就学支援金について（対象者のみ）】 

■就学支援金の現在の状況については、9月中旬にご案内いたします。制度の詳細や支援金の残り 

の月数、単位数について記載しますのでご確認ください。 

■後期学費については、前期同様に「支援金」を差し引いて、10月下旬頃にご案内の予定です。 

■年度の途中で婚姻またはその解消により、保護者に変更があった場合は、新たに申請書の提出が 

必要です。 

■毎月初日の保護者の市町村民税の所得割額が基準となりますので、加算の対象となる場合は、 

必ずその時点で手続きを行ってください。 

■今後の加算申請については、提出があった月から支給対象とすることができます。 

しかし、学校が定める期限までに提出できなかったやむを得ない理由があると知事が認めた場合は、 

例外的に支給開始月を遡及
そきゅう

することができるとのことです。 

この場合は、やむを得ない理由を記載した「理由書（学校にあります）」の添付が必要です。 

該当する場合は、事務室へお申し出ください。 

 

【平成23年度大阪府私立高等学校等授業料支援補助金制度について（対象者のみ）】 

■大阪府は、年収めやす350万円程度未満の世帯（平成23年度新入学生は年収めやす610万円程度

未満）の私立高等学校に在籍する生徒の学費を実質無償化する制度を行っています。本校は、大阪

府知事より「就学支援推進校」の指定を受けましたので、この制度の対象校となっています。 

■この補助金は、学費と国の就学支援金との差額を大阪府と学校とで負担するものです。 

対象となる要件は下記の①②③④いずれもが該当することとなっています。 

■この制度の案内につきましては、すでに国の就学支援金加算対象者宛および平成 23年度の新入学

生宛に送付しています。該当する場合は8月31日（水）までに申請手続きを行ってください。 

申請書の提出がないと補助金を受けることができませんので期限を厳守ください。 

（対象となる要件）  

①生徒が国の就学支援金の対象となっていること 

②2011年10月1日に本校に在籍していること 

③生徒およびその保護者等（父母）が大阪府内に在住していること 

④保護者等（父母）の市町村民税の所得割額の合計が18,900円未満であること 

（平成23年度の新入生については135,900円未満） 

 

【大阪府私立高等学校等授業料減免制度について】 

 ■大阪府では、大阪府等の私立高等学校に在籍する生徒の学資負担者(大阪府内在住)の方が、経済 

不況に伴って今年になってから家計が急変したために学費の納入が困難になった場合、生徒の修学 

を保障するために学校に対し補助金を交付(全額または半額)する制度があります。 

 ■対象となる要件は下記の①②いずれかが該当することとなっていますが、それ以外にも細かい条件 

があります。 

申請を希望する場合は事務室へご確認のうえ申請書を請求ください。 

（対象となる要件） 

①経営状況の悪化に伴う会社の倒産・解雇により失職した場合 

②会社等の経営状況の悪化に伴い収入が前年より著しく減少した場合 
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【学習効果を高めよう】 

いやなことがいつまでも頭から離れないと、ストレスとなって私たちの生活に重くのしかかって 

きます。人間はいやなことを忘れられるから生きていけるのかもしれません。その意味で忘れると 

いうのは人間の大切な能力だと思います。しかし、学校の勉強となるとせっかく学習したことを 

忘れてしまっては効果的な学習は期待できません。そこで予習とともに復習を行ない、繰り返し 

学習することで知識や理解を定着させることが大切になってきます。8月は単位認定テストの時期 

ですが、これを前期の総復習の良い機会と考えてしっかり取り組んでほしいと思います。 

勉強のコツとして、あやふやなところをそのまま放っておかないというのも大切です。単位認定 

テストを前にしてレポートの間違ったところを徹底的に調べなおし、ノートにまとめ直してみるのも

ひとつの方法です。答えだけ覚えるというのでなく、知識や理解をほんとうの意味で自分のものに 

しましょう。また、同時に学習内容に対する関心を高めてもらえればと願っています。関心が高まれ

ばおのずから学習効果は上がるものです。一度学習したことが、しっかりと頭に焼きつけられること

は間違いありません。これからの人生においても学ぶという姿勢をずっと持ち続けてもらえると嬉し

いです。 

 

【第3回進路ガイダンス（卒業年次生対象）】 8月26日(金) 

■卒業年次生を対象に、下記のように『第3回進路ガイダンス』を実施します。事前の申し込みは 

不要です。特別活動１時間分に認定します。積極的に参加してください。 

■今回の内容のうち、③就職ガイダンスではハローワーク大阪東から講師の方をお迎えし、高校生 

の就職についてアドバイスをいただきます。また、終了後に個別の就職相談も予定しています。 

ただし希望者が多いと待ち時間が生じるかもしれませんのでご了解ください。 

なお、今回の就職ガイダンスは、保護者の皆様のご参加もお待ちしています。申し込みは不要です。 
 

★ 日 時 ： 8月26日（金）13:00～13:50（4限） 

★ 内 容 ： ①大学・短大 進学ガイダンス［401教室］ 

②専門学校 進学ガイダンス［402教室］ 

③就職ガイダンス［403教室］ 

 
【3階進路コーナーを活用しよう】 

■進路(進学・就職)に関する情報は3階「進路コーナー」に掲示しています。また「進路コーナー」

に置いてある案内書や募集要項は自由に持ち帰ることができますので活用してください。 

なお、進路に関する情報は、1階職員室カウンターでも見ることができます。 

 
【進路相談について】 

■本校では特別に進路面談期間を設けてはおりませんが、ＨＲ担任との進路相談につきましては 

随時行なうようになっております。ご希望の方はＨＲ担任と面談日時を調整してください。 

■就職や進学（推薦入試）で面接練習が必要な場合なども、まずはＨＲ担任と相談してください。 

 

 

 

進路支援からのお知らせ 
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【調査書等の発行について】 

■1階職員室カウンターで「証明書発行願」を受け取り、必要事項を記入した上で担任に申し出て 
ください。その際、出願先、受験方式は必ず記入するようにしてください。また、保護者名（押印）

を忘れないようにしてください。（本人が成人の場合は不要。） 
■調査書等の発行には1週間かかります。必要な費用を添えて余裕をもって事務室に申し込んでくだ

さい。郵送での手続きも可能です。 
≪進学希望の皆さんへ≫ 

 多様化する入試について  

■8月から始まっているのはＡＯ入試ですが、これから先、指定校推薦、公募推薦、一般入試と続いて

いきます。それぞれ入試科目が異なっていたり、場合によって費用面で扱いが異なる場合があります。

志望先の募集要項をよく確認してください。 

 指定校推薦について  

■卒業年次生で指定校推薦を希望する人は、同封の「指定校推薦入試等申込について」をよく読んで、

四者面談の上、9月30日（金）（出願締切が10月13日（木）以前の場合はその2週間前、土日曜・

祝日の場合はさらにその前日）までに、担任に申込書を提出してください。 

■指定校推薦の追加校については学校名のみお知らせしています。詳細についてはすでに発表済みの分

も合わせて1階の職員室カウンターで確認してください。 

■指定校推薦の追加校 

 

【大学】 

関西国際大学、常盤会学園大学、北陸大学、青山学院大学、大阪成蹊大学、聖隷ｸﾘｽﾄﾌｧｰ大学 

【短期大学】 

京都経済短期大学 

【専門学校】 

大阪医療技術学園専門学校、環境学園専門学校、大阪ﾊﾞｲｵﾒﾃﾞｨｶﾙ専門学校、修成建設専門学校、 

関西テレビ電気専門学校、大阪ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ専門学校、大阪建設専門学校、ﾒﾃﾞｨｶﾙｴｽﾃ専門学校、 

東京工学院専門学校、東京ｴｱﾄﾗﾍﾞﾙ･ﾎﾃﾙ専門学校、奈良調理製菓専門学校、京都芸術ﾃﾞｻﾞｲﾝ専門学校、

鴻池生活科学専門学校、関西社会福祉専門学校、ﾙ･ｸﾚｴ橿原美容専門学校、熊本YMCA学院 
 

 大学入試センター試験について  

■センター試験は、国公立大学の一次試験であるとともに、多くの私立大学が利用する試験です。 

大学進学希望者は、積極的に受験してください。 

■9月上旬よりセンター試験の「志願票」を本校でも配布します。必要な生徒は1階職員室カウンター

で名前・連絡先等を所定の用紙に記入した上で、受け取ってください。 
■現役生の場合、出願は高校で取りまとめて行うことになっています。個人では出願できません。 

高校への「志願票」提出締切は 10月 3日（月）とします。それまでに志願票に必要事項を記入し、

検定料を指定の金融機関の受付窓口（ＡＴＭは利用しないでください）で払い込んでください。 

検定料を払いこんだら「検定料受付証明書」を受け取り、志願票の所定の位置に貼ってください。 

■「センター試験出願についてのガイダンス」を、下記のように予定しています。 
 

★ 日 時 ：9月16日（金）12：25～12：45 

★ 内 容 ：センター試験の出願について［309教室］ 

※センター試験の「志願票」を持参すること 
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 専願での出願について  

■専願で大学・短大・専門学校に出願する場合、合格すると必ず入学することが条件となります。原則

として他の大学・短大・専門学校を併願することはできませんので注意してください。指定校推薦や

多くのＡＯ入試、一部の公募推薦入試に見られますので、出願に際してじゅうぶん注意してください。 

 模擬試験の案内  

■一般入試を考えている人は、落ち着いて学習を続けるとともに模擬試験を受けましょう。模擬試験の

結果は今後の受験校選びの資料となります。積極的にチャレンジしましょう。 

■3年次生の次回の進研模試は、9月18日（日）のマーク模試です。申し込みは2階の進学教育センタ

ーで行なっています。 

■関西看護医療予備校から看護模試（無料）の案内が届いています。実施日は 9月 11日（日）または

17日（土）です。希望者は9月5日（月）までに１階職員室カウンターで申し込んでください。 

「オープンキャンパス」に参加しよう  

■オープンキャンパス（学校見学会）に積極的に参加し、できるだけ自分の目で各大学・短大・専門 
学校の特色を確認しましょう。できたら複数参加するといいでしょう。 

■オープンキャンパスに参加すると特別活動2時間分（上限は10時間）に認定されます。1階職員室 

カウンターで参加報告書を受け取り、必要事項を記入して提出してください。その際、担当者の名刺

や当日配布されたプリントなど、参加の証明になるものを貼ってください。 

 

≪就職希望の皆さんへ≫ 

 学校紹介で就職を希望する卒業年次生へ  

■学校紹介で就職を希望する卒業年次生は、担当（金子・石橋）とよく相談して求人票をチェックし、

8月26日（金）までに応募希望先を１社に絞ってください。校内選考をへて8月29日（月）に調査

書発行の申込みをしてもらいます。（「証明書発行願」により事務室に申し込んでください。） 

■9月5日（月）に応募書類（履歴書・調査書・紹介状）を学校から会社へ発送しますので、それまで

に履歴書（学校にある指定のもの）を作成し、担当（金子・石橋）に提出してください。場合によっ

て書き直しが必要になることがあります。この間面接の準備も進めておいてください。 

■選考は9月16日（金）にスタートします。面接の案内が届いたら、事前に一度面接場所の下見を 

しておいてください。なお、11月30日（水）までは、1人1社の応募です。1回目の募集で多くの 

求人が終了しますので、よく考えて応募してください。また、合格した会社は辞退することはできま

せんので、応募の際は慎重に考えてください。 
■応募前職場見学を希望する人は、担当（金子・石橋）に連絡してください。 

公務員試験の受験を希望する卒業年次生へ  

■地方公務員試験を受験する人は、各自治体の出願期間を調べ、準備を進めてください。 
☆大阪府職員採用試験（事務） 出願期間：8月11日(木)～9月5日(月)（郵送分） 

☆大阪市職員採用試験（事務） 出願期間：8月16日(火)～8月31日(水)（郵送分） 

☆大阪市職員採用試験（消防・学校事務） 出願期間：9月2日（金）～9月20日(火) （郵送分） 
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 8・9月の学校利用について  

 

■筆記式テスト期間中（追・再テスト日含む）、ホームルーム（9/16）、後期講座登録期間中以外は、

生徒の皆さんは学校に通学できません。自習室、屋上のスポーツヤードの利用もできません。 
ただし、高校事務室に用事のある人、担任と相談する必要がある人は来校できます。担任不在の 
場合があるので、事前に電話で約束をしてください。サークル活動をする人は顧問と相談し、活動 
計画に従ってください。 

 
 後期スクーリングに備えて  

■夏期休暇を有意義
ゆ う い ぎ

に過ごしておられるでしょうか。本校では単位認定テスト後も休暇が続きます 
ので、外出の機会も多いと思います。安全には十分注意してトラブルなどに巻き込まれないように

しましょう。 

■違法な行為はやめましょう。たとえ休暇中であっても、YMCA 学院高校の生徒です。自覚を持っ

て行動しましょう。 

 

 
単位認定テスト期間中も、『2011年度版 学務の手引き』にある「学校生活上の決まり」は守ってくだ
さい。また、下記のことも注意してください。 
 

＊＊貴重品の自己管理を徹底しましょう＊＊ 
貴重品は自分自身でしっかりと管理しましょう。 

教室、ロビー等で席を離れる際には荷物を置きっぱなしにしないなど、自己管理を徹底させまし

ょう。 

＊＊校内美化を心がけましょう＊＊ 
校内のすべての人が気持ちよく生活できるように校内美化を心がけてください。 

教室や机の中へのごみの置き去りはもってのほかです。ロビー、ライブラリー等を使用した場合

も片付けをした後に立ち去りましょう。 

 

 

 高校卒業程度認定試験（高認）ガイダンスについて  
 
■下記のとおり、高認についてのガイダンスを行いますので、高認受験予定者は出席してください。 

 
〔実施日時〕 8月24日(水) 12：25～12：50  

〔 内 容 〕 出願上の注意や受験上の注意など 

       ※ 会場は当日、１Fロビーに掲示します。 

 

 

 

生徒支援からのお知らせ 

＜生徒支援からのお願い＞ 
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毎年秋に生活体験・芸術作品・芸能成果の発表会が開かれます。大阪府下の多くの生徒が参加する 
良い機会です。日頃の成果を発表してみたいという人は、クラス担任または生徒支援（大谷）まで 
申し出てください。 

 

 
発表日時 ：10月16日（日） 
会  場 ：大阪府教育センター 

（地下鉄御堂筋線「あびこ」駅下車、東北東へ約700m） 
（JR阪和線「我孫子町」駅下車、東へ約1400m） 

 
申込締切日：〔生活体験発表の部〕 8月30日（月） 
      〔作品発表の部〕   9月22日（木) 

 

 
生活体験発表の部 
●定時制・通信制高校で学ぶ生徒が学校生活を通して、感じたこと、学んだ体験を発表するものです。 
発表時間は一人7分以内で、優秀者は表彰されるとともに、全国大会へ出場する機会が与えられます。 

作品発表の部 
●美術（水彩画、油絵、日本画、版画、デザイン、彫塑・立体）、書道（漢字、仮名、小字数、 
漢字仮名まじり、てん刻）、工芸（平面、立体）、写真（カラーまたは白黒）の各部門があります。 
会場の大ホールに展示され、優秀作品は表彰されます。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜定時制通信制生徒秋季発表大会のお知らせ＞ 
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◆保健室からのお知らせ 

＊食中毒に気をつけましょう！ 

「食中毒」と聞くと「夏に起こる」「集団発生」などと思われがちですが、 実際には夏だけでなく、
1年中発生します。ただ、食べ物が傷みやすい夏に多く、6月～9月くらいまでは注意が必要です。 
また、旅館や学校などの集団生活の場ではなく家庭で起こった場合には、食中毒だと気がつかない 
ことも多いようです。単なる不調や腹痛と自己判断せず、医療機関を受診しましょう。 
＜食中毒の予防＞ 
1.細菌による汚染を防ぐ･･･調理器具（食器、布巾、まな板、包丁など）を清潔にする。 

2.細菌の増殖を防ぐ･･･食材や作った料理は、冷蔵庫に入れていても早めに食べる。 

3.加熱処理する 
小さい子どもがいる家庭では、特に二次感染にも注意が必要です。手洗いは、食中毒のほか、感染症

の予防にも有効ですので、食事の前にはしっかりと行ってください。 
＜対処法＞ 
・病院に行くべき症状 

下痢のほかに嘔吐
おう と

や発熱、激しい腹痛を伴うときは、重症のケースも考えられます。一刻も早く 

病院に行きましょう。 

・セルフケアできる症状 

食べ過ぎや、脂っこい食事をとった為など、原因がわかっている場合は自分でケアしてみましょう。

通常は水分を十分にとって安静にしていれば、1～2日で回復します。 

 

◆カウンセリングスペースからのお知らせ 

≪カウンセリング≫ 

 

前期通常スクーリング中の開室は終了しましたが、単位認定試験期間中の、 

８月２２日（月）、２４日（水）、２６日（金）に開室します。 

 

＊開室時間と担当者 

 月曜日：石井邦也さん １３：３０ ～ １６：３０ 

 水曜日：川口彰範さん １０：００ ～ １２：３０ 

浅野献一さん １３：３０ ～ １６：３０ 

 金曜日：道嶋公子さん １３：３０ ～ １６：３０ 

保護者の方もご利用いただけます。お問い合わせ、ご予約は保健室（後藤）まで。 
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≪進路サポートスペース≫ 

『進路サポートスペース（ＳＳＳ）』が5月よりスタートしています。 

就職、進学に関わらず自分の将来のことについて何でもいいので「おしゃべり」できるところ 
です。最近は、進路サポートスペースを利用してくれる方が増えてきました。 

興味のある人は気楽な気持ちで来てください。（予約制） 

｢進路リサーチランチタイム！！｣も無事に終了いたしました。後期も引き続き行いますので 

希望の職業があればリクエストしてください。参加してくれてありがとう。 

 

 

＊8月・9月の開室日時と担当者 

 

 対 象  生徒・保護者・卒業生 

 

 実施日時・担当  

期日 8月22日(月)、29日(月)、9月5日（月）、12日（月）、26日（月） 

時間 10時～13時 

担当 林田 明子さん（大阪府若者サポートステーションカウンセラー） 

 

 場 所  本校カウンセリングスペース（2階） 
 

＊ 1人50分。（予約制） 

＊ 予約は、金子・大谷までご連絡ください。 
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      障がいのある子どもたちをはげますための・・・ 
 
 
 
 
 
 
特別活動 「走って走ってボランティア体験」 
 
チャリティーランって？ 

心身に障がいのある子どもたちを対象として、全国のＹＭＣＡではいくつものキャンプや 

作品展等を実施しています。「チャリティーラン」はこれらの活動を実施するための募金を

目的としたチャリティー・マラソン大会です。 

参加の方法 

１）全走行距離は約１０キロとします。 

２）１チーム６人構成とします。 

 （第１～第６走者：１人約１，５キロを走っていただきます） 

３）競技方法には３種類（順位制・宣言タイム制・オープン制）があります。 

  本校は宣言タイム制に参加します：ゴール予測時間との誤差で順位を争うレース 

   表 彰…順位制、宣言タイム制それぞれ１～３位を表彰します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参加申し込み、詳細は小平まで。 

申し込み時に必ず要項を受け取ってください。 

１０月１日（土）までに参加申込者が６名に満たない場合キャンセルとなりますので、ご了承ください。 
 

 

と き  ２０１１年１０月１０日（祝・月） （雨天決行） 

ところ   大阪市 大阪城公園    

時 間  ８：３０～１３：３０ 

特別活動：４時間認定します。 

集 合  JR「大阪城公園駅」午前 ８：３０ 

（要項は申し込み時に配布します。） 

17 



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
記 

 
【日 時】 ：２０１１年１１月１３日（日） ８：３０～１６：３０ 
【場 所】 ：大阪府堺市金岡公園(体育館、野球場、テニスコート) 
       堺市金岡北中学校体育館 

大阪府立桃谷高等学校体育館 
【集 合】 ：参加競技によって集合場所が変わります。 

例)大阪市営御堂筋線「新金岡駅」８：３０集合 
【競技種目】：卓球（男女）・軟、硬式テニス（男女）・ 

バドミントン(男女）バレーボール（男女）・ 
バスケットボール（男女） 

【対 象】 ：本校在籍生で、各競技の経験者(１年以上) 
【申込み】 ：職員室カウンターにて必要事項を記入してください。 
       (申し込み開始日は、後日案内します。) 
【締 切】 ：１０月３日（月）までに人数のそろわなかった種目に 

ついては、参加できない場合があります。 
【その他】 : 参加費は不要ですが、交通費、昼食代等は各自負担と 

なります。 
【特別活動】：５時間認定します。 

 

※不明な点は担当(保健体育科)まで問い合わせてください。 
 ※集合解散時間などの詳細(要項)は、申込者に後日案内します。 

年に一度の近畿圏（大阪・兵庫・京都・和歌山・奈良・滋賀）の通信制高校（公立・私学）の 
体育大会が下記日程で行われます。本校からは、「卓球」「テニス」「バドミントン」「バレーボール」

「バスケットボール」に参加予定しています。 

            競技（クラブ活動）経験者 

          

目指せ！総合優勝！！ 
求む！ 
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今 月 の 聖 句 
 

 

 

 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 

 

天の父である神さまは願う人に「よいもの」を与えてくださるはずだ。だから、

人にしてもらいたいと思うことは何でも、あなたがたも人にしなさい。 

（マタイ7章12節）  

8月の聖句、マタイ7章7節のイエスの勧
すす

めは、何を求めなさいと言っている 

のでしょうか。 

それは、7章12節とのつながりで受け取らねばなりません。自分にとっての 

都合のよい求め、自分にとっての有益
ゆうえき

な探し物についての勧めではありません。 

イエスは痛み苦しみ抑圧
よくあつ

されている友の求め、願うところに共感して一緒に求め、 

一緒に解放への道筋を探しなさいと奨
すす

めておられるのです。  

東日本の震災で被災者となった91才の老女がひとりで不便な仮設住宅に入っ 

て日常生活に困窮
こんきゅう

しているという訴えをテレビ番組で見ました。病院へ行って 

薬をもらうことも日頃のお買い物にも行けないと嘆いているのです。  

また福島第一原発の被害を被
こうむ

っている人々の苦悩の訴えが聞えてきます。ここ 

で共に求め、願うべきことはおのずとわかります。それなのに原発再稼働
か ど う

でしょ 

うか。今こそ、原発に依存しないで人に優しい別の電力供給
きょうきゅう

の方法を急いで開発 

しなければなりません。求めれば与えられるはずです。探せば見つかるはずです。  

言えばきりがありませんが、釜が崎で働く場を失っている人々、路上生活を強
し

い 

られているだけではなく、選挙権も奪
うば

われている人々と一緒に社会に生きる権利を 

求めて運動を起こした牧師と仲間が逮捕され、拘置所
こ う ち し ょ

に抑留
よくりゅう

されている現実があり 

ます。解放を求めましょう。光を探しましょう。  

 

 

 

 

 

｢求
もと

めなさい。そうすれば与
あた

えられる。 

探
さが

しなさい。そうすれば見
み

つかる。｣ 

（マタイによる福音書
ふくいんしょ

 7章
しょう

7節
せ つ

（新共同
しん き ょ う ど う

訳
や く

）） 

(日本キリスト教団 中谷 哲造牧師より)  

 
南ＹＭＣＡ｢キリスト教｣委員会 

19 



 


